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環境施策間の連携  

※１ 

多様な主体との連携  

連携による効果のイメージ図 参 考 資 料 ２ 

持続可能な都市・横浜  

【環境の取組により経済・社会に貢献】 

【連携による推進力向上】 

市民や企業、学校などの多様な主体が理解し、行動に移し、連携して取り組むことが必要 

これまでは個々の施策ごとに取り組んでいたが、多様化・複雑化する近年の環
境課題は行政だけで解決できる問題ではなく、多様な主体との連携や環境施
策間の連携など横断的な連携が必要  

【計画を取り巻く社会情勢】 

少子高齢化、自然災害の増大、IoTの急速な普及、中小企業の振興、 都市インフラの老朽化、
まちの再生が進展 
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（水と緑の連携） 

温暖化適応策への対応 エネルギーの視点 資源循環の視点 
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多様な主体との連携※１ 

・市民    
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 ・企業 

 ・行政 など 

環境施策間の連携※２ 

 ・地球温暖化  

 ・水とみどり 

 ・資源循環 

・生物多様性 

・食と農 

・生活環境 

様 々 な 連 携  
   ●共感、理解 
   ●イノベーションの創出 
   ●大きな推進力 

横浜が目指す環境の姿  
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